


　
玉
陵
は
、
一
五
〇
一
年
、
尚
真
王

が
父
尚
円
王
の
遺
骨
を
見
上
森
陵
か

ら
改
葬
す
る
た
め
に
築
か
れ
、
第
二

尚
氏
王
統
の
陵
墓
と
な
り
ま
し
た
。

　
墓
室
は
三
つ
に
分
か
れ
、
中
央
の

中
室
は
洗
骨
前
の
遺
骸
を
安
置
す
る

部
屋
、
創
建
当
初
の
東
室（
写
真
左
）

は
洗
骨
後
の
王
と
王
妃
、
西
室
に
は
、

墓
前
の
庭
の
玉
陵
碑
に
記
さ
れ
て
い

る
尚
真
王
な
ど
の
限
ら
れ
た
家
族
が

葬
ら
れ
ま
し
た
。
全
体
の
つ
く
り
は
、

当
時
の
板
葺
き
屋
根
の
宮
殿
を
表
し

た
石
造
建
造
物
で
、
墓
域
は
二
四
四

二
平
米
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
戦
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
が
、
一
九
七
四
年
か
ら
三
年
余

り
の
歳
月
を
か
け
修
復
工
事
が
行
わ

れ
、
往
時
の
姿
を
取
り
戻
し
、
二
〇

〇
〇
年
十
二
月
二
日
、
首
里
城
な
ど

と
と
も
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

11月は下請取引適正化推進月間です
管内経済情勢報告
21世紀土地改良区創造運動について
伝統的工芸品月間推進国民会議全国大会
守ろう地球オゾン層
「沖縄美ら海水族館」オープン！
一般乗用旅客自動車運送事業（タクシー）に係る
緊急調整地域の限定について

～水資源開発と流域連携について～
うちなーのみじ

「ワン切り」に注意！

○細田博之沖縄及び北方対策担当大臣が就任後初来沖

沖縄及び北方対策担当大臣

東京大学大学院教授

○平成14年度経済産業省所管統計調査功績者表彰状の伝達

○平成14年度船員労働安全月間の実施

琉球朝日放送報道制作局　次長

○平成14年度全国道路標識週間の実施

○「松食い虫ゼロ大作戦」始まる

建築面積：10,000m２

延床面積：19,000m２

全体水層容量：約10,000t

最大水層容量：約  7,500t

○「第11回アジア地域土木研究所長等会議」開催

仲  里  雅  之
メディア活用戦術も一考

お知らせ／編集後記

随筆・提言

就任ご挨拶

巻頭言
今・昔の普天間 ～新しいまちづくりを目指して～

プロフィール

トピックス
【局の動き】

細  田  博  之

清  水  英  範

大臣 細田博之／副大臣 米田健三／政務官 大村秀章



　
こ
の
度
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大

臣
を
拝
命
し
た
細
田
博
之
で
ご
ざ
い
ま

す
。
私
は
通
商
産
業
省
に
勤
務
し
て
い

た
時
代
か
ら
沖
縄
と
の
関
わ
り
が
あ
り

ま
し
た
が
、
特
に
父
の
細
田
吉
蔵
が
佐

藤
内
閣
総
理
大
臣
の
下
で
総
理
府
総
務

副
長
官
を
務
め
た
際
、
沖
縄
復
帰
に
向

け
て
活
動
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を

先
日
父
か
ら
詳
し
く
聞
き
、
親
子
二
代

に
わ
た
っ
て
総
理
の
膝
元
で
沖
縄
に
関

わ
る
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
ご
縁
が

で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
沖
縄
は
本
年
復
帰
三
十
周
年
と
い
う

節
目
の
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
二
十

一
世
紀
に
お
け
る
新
た
な
発
展
に
向
け

て
自
立
型
経
済
を
構
築
し
飛
躍
し
よ
う

と
す
る
重
要
な
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
時
期
に
沖
縄
及
ぴ
北
方
対
策

担
当
大
臣
の
職
に
就
任
し
た
と
い
う
こ

と
は
、
大
変
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
が
本
土
に
復
帰
し
て
以
来
、
政

府
は
三
次
に
わ
た
る
振
興
開
発
計
画
を

策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
総
額
約
七
兆

円
の
国
費
を
投
入
し
各
般
の
施
策
を
積

極
的
に
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
県
民
の
皆
様
の
た
ゆ
ま
ざ
る
御

努
力
と
相
ま
っ
て
、
社
会
資
本
の
整
備

は
大
き
く
前
進
し
、
沖
縄
の
経
済
社
会

は
総
体
と
し
て
着
実
に
発
展
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
は
、
今
な
お

広
大
な
米
軍
施
設
・
区
域
が
存
在
す
る

と
と
も
に
、
交
通
の
円
滑
化
、
水
の
確

保
、
街
づ
く
り
、
環
境
衛
生
な
ど
様
々

な
分
野
で
整
備
を
要
す
る
も
の
が
み
ら

れ
、
さ
ら
に
産
業
振
興
や
雇
用
創
出
の

問
題
な
ど
今
な
お
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
沖
縄
の
抱
え
る
諸
問
題

の
解
決
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
現
内
閣

に
お
い
て
も
引
き
続
き
重
要
課
題
で
あ

り
ま
す
。

　
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
年
三
月

に
成
立
し
た
二
十
一
世
紀
の
沖
縄
の
新

た
な
発
展
を
目
指
す
制
度
的
な
イ
ン
フ

ラ
と
も
寺
口
う
べ
き
沖
縄
振
興
特
別
措

置
法
と
、
こ
れ
に
基
づ
く
新
た
な
沖
縄

振
興
計
画
や
分
野
別
の
諸
計
画
を
い
か

し
て
、
自
立
型
経
済
の
構
築
等
に
向
け

て
、
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
や
情
報
通

信
関
連
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
の

振
興
、
科
学
技
術
の
振
興
、
人
材
の
育

成
な
ど
、
沖
縄
の
新
た
な
振
興
・
発
展

に
沖
縄
県
や
市
町
村
と
一
体
と
な
っ
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
尾
身
前
大

臣
が
提
唱
さ
れ
た
沖
縄
新
大
学
院
大
学

構
想
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
先
端
的
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
と
し
て

沖
縄
が
発
展
し
て
い
く
上
で
大
変
重
要

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
私
と
し
て
も
尾
身
前
大
臣
の
取
組

を
引
き
継
い
で
そ
の
実
現
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・

区
域
の
存
在
が
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定

に
貢
献
し
て
い
る
一
方
で
、
沖
縄
県
民

の
皆
様
に
大
き
な
御
負
担
を
お
か
け
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
私
も
十
分
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
県
民
の
皆
様
の
御
負

担
を
軽
減
す
べ
く
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
最
終
報

告
を
踏
ま
え
、
米
軍
施
設
・
区
域
の
整

理
・
統
合
・
縮
小
に
引
き
続
き
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
普

大
間
飛
行
場
の
移
設
・
返
還
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
普
大
間
飛
行
場
の
移
設
に
係

る
政
府
方
針
」及
ぴ
「
普
大
間
飛
行
場

代
替
施
設
の
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

沖
縄
県
及
び
地
元
地
方
公
共
団
体
と
引

き
続
き
十
分
な
協
議
を
行
い
つ
つ
、
そ

の
着
実
な
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
は
、
沖
縄
及
び
北
方
対

策
担
当
大
臣
と
し
て
、
県
民
の
皆
様
の

思
い
を
一
歩
一
歩
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
自
ら
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

沖
縄
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
た
歴
代
の

沖
縄
開
発
庁
長
官
、
沖
縄
及
び
北
方
対

策
担
当
大
臣
等
多
く
の
方
々
の
情
熱
、

熱
意
を
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、
沖
縄

の
新
た
な
発
展
に
向
け
て
精
一
杯
勢
力

し
て
ま
い
る
決
意
で
あ
る
こ
と
を
申
し

上
げ
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
に

氏
が
就
任

細 

田 
博 
之

内
閣
府
副
大
臣
に

米 

田 

建 

三

氏
が
就
任

大 

村 

秀 

幸

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に

氏
が
就
任

　
平
成
十
四
年
九
月
三
十
日

付
け
で
沖
縄
及
び
北
方
対
策

担
当
大
臣
、
科
学
技
術
政
策

担
当
大
臣
、
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｔ
）
担
当
大
臣
に
細
田

博
之
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　
平
成
二
年
衆
議
院
議
員
選

挙
で
初
当
選
。
平
成
三
年
衆

議
院
環
境
委
員
会
理
事
、
平

成
六
年
経
済
企
画
政
務
次
官
・

平
成
七
年
衆
議
院
運
輸
委
員

会
理
事
、
平
成
十
一
年
通
商

産
業
総
括
政
務
次
官
、
平
成

十
三
年
衆
議
院
予
算
委
員
会

理
事
等
を
歴
任
。

　
　
島
根
県
出
身 

五
十
八
歳

　
平
成
十
四
年
十
月
二
日
付

け
で
内
閣
府
副
大
臣
（
沖
縄

及
び
北
方
対
策
担
当
）
に
米

田
建
三
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

平
成
五
年
衆
議
院
議
員
選

挙
で
初
当
選
。
平
成
六
年
衆

議
院
地
方
行
政
委
員
会
理
事
・

平
成
十
一
年
北
海
道
開
発
総

括
政
務
次
官
、
平
成
十
三
年

防
衛
庁
長
官
政
務
官
、
同
年

衆
議
院
外
務
委
員
会
理
事
、

平
成
十
四
年
衆
議
院
議
院
運

営
委
員
会
理
事
等
を
歴
任
。

　
長
野
県
出
身 

五
十
五
歳

　
平
成
十
四
年
十
月
四
日
付

け
で
内
閣
府
大
臣
政
務
官(

沖

縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）
に

大
村
秀
章
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　
平
成
八
年
衆
議
院
議
員
選

挙
で
初
当
選
。
平
成
十
三
年

衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会
理
事
、

同
年
経
済
産
業
大
臣
政
務
官
、

平
成
十
四
年
衆
議
院
農
林
水

産
委
員
会
理
事
等
を
歴
任
。

　  

愛
知
県
出
身 

四
十
二
歳



　
沖
縄
総
合
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
「
基
地
が
な
か
っ
た
頃
－
昭
和
の

初
め
ご
ろ
、
宜
野
湾
へ
の
旅
」
と
題
す
る

ビ
デ
オ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
普
天

間
基
地
が
で
き
る
前
の
宜
野
湾
の
地
形
、

風
景
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ク
ス

（
Ｃ
Ｇ
）
な
ど
の
技
術
を
使
っ
て
再
現
し

て
い
ま
す
。
宜
野
湾
の
原
地
形
、
原
景
観

は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
中
で
、
人
々

は
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
た

の
か
が
、
美
し
い
映
像
と
平
良
と
み
さ
ん

の
情
緒
豊
か
な
語
り
口
で
紹
介
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
映
像
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
が
平

成
十
三
年
度
に
設
置
し
た
「
昔
・
普
天
間

ま
ち
な
み
再
現
検
討
委
員
会
」
の
成
果
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。
私
は
、
委
員
長
の
任

に
あ
っ
た
関
係
で
多
少
憚
ら
れ
る
の
で

す
が
、
委
員
の
皆
様
ほ
か
、
多
く
の
人
々

の
献
身
的
な
努
力
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ

ら
れ
た
、
こ
の
委
員
会
の
仕
事
の
も
つ
意

義
の
大
き
さ
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
く
、
筆
を
と
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介

さ
れ
る
映
像
の
他
に
も
、
宜
野
湾
を
中
心

と
し
た
地
域
の
地
形
、
自
然
、
都
市
化
の

変
遷
を
調
査
し
、
こ
れ
を
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
を
用
い
て
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
て
い
く
作
業
を
担
い
ま
し
た
。
個

々
の
仕
事
に
言
及
す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
一
つ
だ
け
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
そ
れ
は
、
米
軍
が
占
領
前
に
偵
察
目
的

に
撮
影
し
た
空
中
写
真
を
利
用
し
て
、
当

時
の
地
形
図
を
作
成
す
る
と
い
う
困
難

な
仕
事
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
白
黒
の
写
真

で
す
し
、
雲
の
か
か
っ
た
も
の
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
い
ま
の
空
中
写
真
の
よ
う
に

鮮
明
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
古
ぼ
け
た

空
中
写
真
が
、
現
代
の
写
真
測
量
の
技
術

に
よ
っ
て
現
代
に
蘇
り
ま
し
た
。
戦
前
の

宜
野
湾
の
地
形
図
を
作
る
こ
と
に
成
功

し
た
の
で
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介

し
ま
し
た
仕
事
を
含
む
、
委
員
会
で
の
一

連
の
仕
事
の
主
要
な
過
程
と
そ
の
成
果

を
収
め
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
作
成
し
ま

し
た
。題
し
て
、「
今
・
昔
の
普
天
間
〜
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜
」
で
す
。

こ
の
題
目
に
、
委
員
会
の
最
終
的
な
目
標
、

そ
し
て
、
私
た
ち
委
員
会
に
携
わ
っ
た
多

く
の
者
の
願
い
が
端
的
に
表
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
普
天
間
基
地
の
地
権
者
の
方
々
は
非

常
に
多
く
、
年
月
を
経
て
既
に
世
代
が
代

わ
ら
れ
て
い
る
世
帯
も
多
く
あ
り
ま
し

ょ
う
。
返
還
後
の
普
大
間
の
ま
ち
づ
く
り

に
も
、
様
々
な
方
が
関
係
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

地
権
者
の
方
々
は
も
と
よ
り
、
市
民
、
県
民
、

県
や
国
の
行
政
機
関
、
政
治
家
、
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
、
学
識
経
験
者
な
ど
、
多
く
の
方
々

が
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
さ
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
方
々
は
、
世
代

も
違
え
ば
、
出
身
地
や
生
活
環
境
も
異
な

り
ま
す
。
経
験
や
知
識
、
そ
し
て
各
自
の

価
値
観
も
多
様
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
多
く
の
方
々
が
、
普
天
間
の
歴

史
を
共
有
し
、
相
互
に
信
頼
関
係
を
も
っ

て
未
来
を
語
り
合
う
こ
と
は
容
易
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
問
題
意

識
は
こ
の
点
に
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
人
々

が
普
大
間
の
歴
史
を
知
り
、
そ
れ
を
共
有

す
る
た
め
の
助
け
と
な
る
よ
う
な
情
報

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
れ
な
い
か
。
そ
し
て
、

多
く
の
人
々
が
夢
を
も
っ
て
普
天
間
の

未
来
を
語
り
台
い
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
の
契
機
と
な
れ
な

い
か
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
願
い
で
あ
っ
た

の
で
す
。

　
「
共
有
さ
れ
る
歴
史
」
の
解
釈
や
未
来

へ
の
展
望
は
各
自
の
価
値
観
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
当
然
の

こ
と
で
す
。
重
要
な
こ
と
は
、
各
自
が
確

固
と
し
た
歴
史
観
を
養
い
、
未
来
に
対
す

る
確
か
な
意
見
を
持
つ
こ
と
で
す
。
時
勢

に
流
さ
れ
ず
、
長
期
的
な
視
野
に
た
っ
た

責
任
あ
る
議
論
を
重
ね
る
こ
と
で
す
。
後

世
に
対
し
て
、
子
孫
に
対
し
て
説
明
責
任

を
負
う
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
。

　
私
は
、
家
族
愛
も
郷
土
愛
も
、
そ
し
て

真
の
愛
国
心
も
、
す
べ
て
、
歴
史
を
共
有

で
き
る
か
ら
こ
そ
、
成
り
立
つ
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
戦
後
の
都
市
計

画
に
見
ら
れ
る
多
く
の
失
敗
は
、
各
地
域

の
固
有
の
歴
史
や
文
化
、
特
に
、
地
域
の

も
つ
原
地
形
、
原
風
景
的
な
個
性
に
十
分

な
配
慮
が
無
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る

と
思
う
の
で
す
。

　
普
天
間
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
、
わ

が
国
の
都
市
計
画
を
大
き
く
進
展
さ
せ

る
契
機
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

普
天
間
で
あ
る
が
故
に
、
沖
縄
で
あ
る
が

故
に
、
わ
が
国
の
計
画
哲
学
と
方
法
論
の

成
熟
度
が
広
く
世
界
に
試
さ
れ
る
こ
と

に
も
な
る
の
で
す
。

今
・
昔
の
普
天
間

〜
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　  

目
指
し
て
〜

東京大学大学院工学系研究科教授

清  水  英  範  



う
ち
な
ー
の
み
じ

〜
水
資
源
開
発
と
流
域
連
携
に
つ
い
て
〜

沖
縄
本
島
の
水
資
源
開
発

　
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は
、
沖
縄

本
島
の
緊
迫
し
た
水
事
情
に
対
処
す
る
た

め
、
昭
和
四
十
七
年
の
本
土
復
帰
以
降
、

他
目
的
ダ
ム
の
建
設
を
促
進
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
こ
れ
ま
で
の
水
資
源
開
発
の
取
り

組
み
状
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
本
土
復
帰
か
ら
の
十
一
年
は
、
毎
年

の
よ
う
に
渇
水
が
繰
り
返
さ
れ
、
特
に

昭
和
五
十
六
年
か
ら
五
十
七
年
に
か
け

て
は
記
録
的
な
干
ば
つ
で
、
給
水
制
限

が
三
百
二
十
六
日
に
も
及
び
、
県
民
生

活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
深
刻
な
水
事
情
に
対
応
す
る

た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
米
軍
陸

軍
工
兵
隊
の
手
に
よ
っ
て
建
設
途
上
に
あ

っ
た
福
地
ダ
ム
を
継
承
し
昭
和
四
十
九
年

に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
八

年
後
ま
で
に
新
川
ダ
ム
、
安
波
ダ
ム
、
普

久
川
ダ
ム
、
辺
野
喜
ダ
ム
、
漢
那
ダ
ム
、

倉
敷
ダ
ム
（
旧
瑞
慶
山
ダ
ム
）
を
順
次
完

成
さ
せ
、
県
民
生
活
の
向
上
と
産
業
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
本
島
北
部
は
自
然
環
境
の
極
め
て

豊
か
な
地
域
で
あ
り
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る

自
然
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
度
に
抑
え

る
こ
と
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ダ
ム
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
る
た
め
ノ
グ
チ

ゲ
ラ
の
人
工
営
巣
木
や
魚
道
の
設
置
、
小

動
物
保
護
型

側
溝
の
採
用

な
ど
、
生
態

系
保
全
対
策

を
積
極
的
に

実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ダ
ム
湖
及
び
そ
の
周
辺
が
地
域
住
民
の

憩
い
の
場
、
学
習
の
場
と
な
る
よ
う
に
親

水
性
に
富

ん
だ
公
園

や
ダ
ム
資

料
館
な
ど

の
整
備
に

つ
い
て
も

積
極
的
に

取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

復
帰
直
後
の
水
需
要
状
況

ダ
ム
に
よ
る
水
資
源
開
発

自
然
環
境
と
の
調
和
と
保
全

地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
造
り

人工営巣木を利用しているノグチゲラ倉敷ダムへの注水を利用した人工河川 (やんばるの川)



　
沖
縄
は
、
年
平
均
降
水
量
は
約
二
千

ミ
リ
と
他
府
県
に
比
べ
て
多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
人
口
密
度
が
本
土
の
三
倍
弱

の
た
め
、
一
人
当
た
り
の
平
均
降
水
量

は
本
土
の
半
分
以
下
と
恵
ま
れ
て
お
ら
ず
、

加
え
て
、
河
川
が
急
勾
配
で
短
い
と
い

う
地
形
特
性
か
ら
、
水
を
安
定
的
に
利

用
す
る
こ
と
が
難
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
小
雨
傾
向
が
続
く
と
河
川

か
ら
の
取
水
量
が
著
し
く
減
少
し
供
給

量
が
不
足
す
る
こ
と
に
よ
り
需
給
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
渇
水
状
態
と
な
り
ま
す
。

　
ダ
ム
を
活
か
し
た
水
源
地
域
の
自
立
的
、

持
続
的
な
活
性
化
を
図
る
た
め
、
水
源
地

域
の
自
治
体
、
住
民
等
が
ダ
ム
管
理
者
と

共
同
で
、
水
源
地
域
活
性
化
の
行
動
計
画

と
な
る
「
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
・

推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
福
地
ダ
ム
・
新
川
ダ
ム
の

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
た
め
、

学
識
経
験
者
、
住
民
代
表
、
沖
縄
県
関
係

部
局
、
東
村
役
場
、
沖
縄
総
合
事
務
局
で

構
成
さ
れ
る
「
福
地
・
新
川
ダ
ム
水
源
地

域
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
」
を
平
成
十
四

年
九
月
に
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
、
本

委
員
会
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
、
今
年
度

中
に
「
福
地
・
新
川
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
し
、
諸
施
策
を
推
進
す
る

予
定
で
す
。
　

　
羽
地
ダ
ム
は
、
現
在
試
験
湛
水
中
で
あ
り
、

平
成
十
六
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大
保
ダ
ム
は
、
平
成
十
四
年
八
月
に
脇
ダ
ム

本
体
工
事
を
発
注
（
本
ダ
ム
本
体
工
事
に
つ

い
て
も
平
成
一
四
年
度
中
に
発
注
予
定
）
し
、

平
成
二
十
一
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
億
首
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
本
体
工

事
に
向
け
、
用
地
買
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
お
い
て
は
、
県
民
の
生
活
水
準

の
向
上
や
観
光
客
の
増
加
等
に
伴
い
水
需

要
は
益
々
増
加
す
る
状
況
に
あ
り
、
水
資

源
開
発
は
引
き
続
き
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
目
的
ダ
ム
に

よ
る
河
川
流
域
の
治
水
対
策
と
合
わ
せ
た

水
資
源
開
発
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
】

多
目
的
ダ
ム
建
設
事
業

今
後
の
展
望

※平成13年度の生活用水日最大需要量は実績値
※平成23年及び30年度の生活用水日最大需要量は沖縄県企業局水道計画予測値
※直轄ダムからの安定供給可能量には既得用水及び倉敷ダムによる安定供給可能量を含む

河川流域等からの供給量

多目的ダム事業　10年後の展望
（羽地ダム、大保ダム、億首ダムが完成）

生活用水日最大需要量

沖縄本島生活用水水需給計画図
直轄ダムからの安定供給可能量



た

ま

み

じ

沖縄本島

　
平
成
九
年
度
の
河
川
法
改
正
に
よ
り
、

河
川
整
備
計
画
策
定
に
は
市
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

計
画
か
ら
管
理
ま
で
市
民
が
参
画
す
る
に
は
、

今
ま
で
以
上
に
市
民
団
体
の
活
動
が
活
発

化
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
と
と
も
に
、

行
政
と
の
役
割
分
担
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
の
組
織
活
動
を
一
層
充

実
さ
せ
、「
川
づ
く
り
」へ
反
映
さ
せ
る
た
め
、

市
民
団
体
の
横
の
つ
な
が
り
を
構
築
す
る

こ
と
と
行
政
と
の
協
働
体
制
を
考
え
る
も

の
と
し
て「
沖
縄
玉
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が

発
足
し
ま
し
た
。

 

「
沖
縄
玉
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
活
動
内

容
及
び
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
構
成
団
体
の
活
動
状
況
、
河
川
に
関
す

　
る
様
々
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　
構
成
団
体
の
活
動
状
況
の
報
告
会
や
勉

　
強
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
日
本

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
、
「
沖
縄
玉
水
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
発
足
を
記
念
し
、
水
と

川
を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
討
議

す
る
た
め
「
沖
縄
の
水
と
川
を
考
え
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
平
成
十
四
年
九
月
十
六
日

（
月
）
、
具
志
川
市
立
川
崎
小
学
校
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
河
川
愛
護
団
体
、
川
に
係
わ

る
各
行
政
機
関
、
学
校
の
先
生
、
川
づ
く

り
に
携
わ
っ
た
施
工
業
者
等
約
百
四
十
人

が
参
加
。
六
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
活
発

な
意
見
・
情
報
交
換
や
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
用
を
紹
介
し
ま
す
。

　
沖
縄
本
島
の
水
供
給
は
、
本
島
北
部
の

ダ
ム
及
び
河
川
か
ら
の
供
給
が
そ
の
大
半

を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
水
供
給
負

荷
を
今
後
と
も
本
島
北
部
に
求
め
る
だ
け

で
な
く
、
雨
水
や
下
水
処
理
水
等
の
有
効

活
用
、
節
水
対
策
の
推
進
を
特
に
中
南
部

で
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等
に
つ

い
て
討
議
し
ま
し
た

１
、「
沖
縄
玉
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

「
沖
縄
玉
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
成

河
川
名

奥
川

奥
川
に
ア
ユ
を
蘇
生
さ
せ
る
会

行
政
沖
縄
総
合
事
務
局
河
川
課

沖
縄
県
河
川
課

報
得
川

報
得
川
と
美
海
の
会

長
堂
川

長
堂
川
に
清
流
を
と
り
も
ど
し

山
川
の
生
活
環
強
を
よ
く
す
る

会

国
場
川

国
場
川
に
清
流
を
と
り
戻
す
会

久
茂
地

川

久
茂
地
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会

安
謝
川

安
謝
川
を
き
れ
い
に
す
る
住
民

の
会

牧
港
川

牧
港
川
を
き
れ
い
に
す
る
市
民

の
会

白
比
川

白
比
川
の
自
然
を
残
す
会

比
謝
川

Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
・
比
謝
川
実
行
委

員
会

比
謝
川

比
謝
川
を
そ
生
さ
せ
る
会

天
願
川

具
志
川
市
水
と
緑
を
考
え
る
会

幸
地
川

幸
地
川
を
蘇
生
さ
せ
る
会

源
河
川

源
河
川
に
ア
ユ
を
呼
び
戻
す
会

団
　
体
　
名

２
、「
沖
縄
の
水
と
川
を

　
　
　
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

第
１
分
科
会
「
水
利
用
の
あ
り
方
」
〜

中
南
部
の
自
助
努
力
〜

座
長
：
神
山  
満
夫
（
比
謝
川
を
そ
生

さ
せ
る
会
）

第
２
分
科
会
「
河
川
の
浄
化
対
策
」
〜

特
に
畜
舎
廃
水
に
つ
い
て
〜

座
長
：
崎
山  

正
美
（
久
茂
地
川
フ
ェ
ス

沖縄玉水ネット構成団体活動河川位置図

流
域
連
携

「
玉
　
水
」と
は
・
・
水
滴
状
の
水
が
、光
を
受
け
た

  

時
に
キ
ラ
キ
ラ
と
光
り
輝
く
様
を
い
う
。

  

そ
の
状
態
が
ま
る
で
宝（
＝
玉
）の
よ
う
だ
か
ら
玉

  

水
と
い
う
。

う
ち
な
ー
た
ま
み
じ



　
河
川
環
境
問
題
の
大
き
な
柱
と
し
て
水

質
問
題
が
あ
り
、
そ
の
最
も
大
き
な
要
因

と
し
て
畜
舎
廃
水
が
あ
り
ま
す
。
畜
舎
廃

水
に
対
す
る
法
整
備
が
な
さ
れ
、
本
格
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

様
々
な
課
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
整
理
し
解
決
策
を
模
索

し
ま
し
た
。

め
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
官
と
民

の
役
割
分
担
、
責
任
の
所
在
等
を
踏
ま
え
、

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。

　
川
づ
く
り
に
本
格
的
に
住
民
が
参
画
し

た
天
願
川
の
事
例
を
紹
介
し
、
住
民
参
加

の
川
づ
く
り
の
課
題
等
に
つ
い
て
議
論
を

行
い
ま
し
た
。

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
沖
縄
の
水
と
川
を
め

ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
が
、

課
題
解
決
に
向
け
て
、
今
後
も
地
道
に
取

り
組
ん
で
行
く
こ
と
と
、
地
域
住
民
、
関

係
機
関
の
協
力
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は
、

「
沖
縄
玉
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
連
携
の

輪
を
更
に
拡
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
沖

縄
総
合
事
務
局
も
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
課
題
に
対
し
て
地
域
住
民
と

行
政
が
協
働
で
取
り
組
む
最
初
の
一
歩
と

な
る
も
の
で
、
そ
の
歩
み
を
「
継
続
」
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
あ
た
り
、

御
協
力
頂
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
河
川
愛
護
活
動
を
継
続
し
発
展
的
に
取

り
組
む
た
め
、
活
動
組
織
の
若
返
り
方
策

や
魅
力
あ
る
活
動
方
策
に
つ
い
て
、
議
論

し
ま
し
た
。

　
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
河
川
に
お
け

る
総
合
学
習
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
校
現

場
で
の
取
り
組
み
と
問
題
点
を
議
論
し
ま

し
た
。

　
河
川
管
理
を
市
民
グ
ル
ー
プ
が
行
う
た

３
、
お
わ
り
に

第
３
分
科
会
「
魅
力
あ
る
河
川
愛
護

活
動
の
取
り
組
み
」
〜
活
動
を
継
続
す
る

た
め
に
〜

座
長
：
神
山  

吉
朗
（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
・
比

謝
川
実
行
委
員
会
）

第
６
分
科
会
「
魅
力
あ
る
川
づ
く
り
と

住
民
参
加
」

座
長
：
寺
田  

麗
子
（
久
茂
地
川
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
）

第
４
分
科
会
「
川
で
の
総
合
学
習
」

座
長
：
松
本  

好
郎
（
報
得
川
と
美
海
の

会
）

第
５
分
科
会
「
市
民
グ
ル
ー
プ
と
河
川

の
あ
り
方
」
〜
市
民
と
行
政
の
協
働
に

つ
い
て
〜

座
長
：
高
平  

兼
司
（
具
志
川
市
水
と
緑

を
考
え
る
会
）

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
）

第１分科会第２分科会

全体会議 住民参加による川づくりの事例全体会議

第６分科会

水利用のあり方について討議する参加者畜舎廃水対策について説明する参加者

分科会の報告を聞く参加者 第５分科会でまとめた内容について報告する座長 （ 天 願 川 ）

住民参加の川づくりについて説明する
「具志川市水と緑を考える会」の会員



　
近
年
、
携
帯
電
話
が
め
ざ
ま
し
く
普
及

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
便
利
さ
の
反
面
、
「
出

会
い
系
サ
イ
ト
の
料
金
ト
ラ
ブ
ル
」
や
「
ワ

ン
切
り
ト
ラ
ブ
ル
」
な
ど
携
帯
電
話
に
関

わ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
発
生
し
、
相
談
も

数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
一
方
的
な
商

業
広
告
（
い
わ
ゆ
る
迷
惑
メ
ー
ル
）
に
つ
い

て
は
、
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
の
改

正
及
び
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
適
正

化
等
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
対
策
が

な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ワ
ン
切
り
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
総
務
省
の
「
迷
惑
通
信
へ

の
対
応
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
に

お
い
て
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
経
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、
ワ
ン

切
り
を
き
っ
か
け
と
し
た
取
引
に
お
い
て
、

ト
ラ
ブ
ル
防
止
を
徹
底
す
る
た
め
、
注
意

喚
起
用
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
ワ
ン
切
り
注

意
報
！
」
を
作
成
し
、
地
方
公
共
団
体
等
を

通
じ
て
広
く
配
布
す
る
な
ど
、
ワ
ン
切
り

被
害
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

ワ
ン
切
り
が
あ
っ
た
際
の
身
近
な
対
策
を

紹
介
し
ま
す
。

話
番
号
に
か
け
直
す
と
、
自
動
音
声
で
出

会
い
系
ア
ダ
ル
ト
関
連
の
テ
ー
プ
が
流
れ

て
く
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ワ
ン
切
り
」
と
呼
ば
れ
、

こ
れ
が
社
会
的
問
題
と
な
り
今
年
七
月
に
は
、

大
阪
に
お
い
て
ワ
ン
切
り
業
者
の
大
量
発

信
に
よ
る
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

悪
影
響
が
発
生
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
利

便
が
損
な
わ
れ
る
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
が
ワ
ン
切
り
に
か
け
直
し
、
音

声
ガ
イ
ド
に
従
っ
て
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
で

電
話
番
号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
を

登
録
す
る
な
ど
し
て
申
込
み
を
行
う
と
、

有
料
サ
ー
ビ
ス
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
は
、

特
定
商
取
引
法
上
の
「
通
信
販
売
」
に
該
当
し
、

案
内
テ
ー
プ
は
そ
の
広
告
と
し
て
同
法
の

規
制
を
受
け
ま
す
。

　
着
信
履
歴
に
残
さ
れ
た
電
話
番
号
に
、

単
に
電
話
を
か
け
直
し
た
だ
け
で
あ
れ
ば
、

契
約
を
締
結
し
た
こ
と
に
な
ら
ず
、

通
話
料
金
以
外
の
代
金
を
支
払
う
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。
万
一
請
求
の
電
話
が
あ

っ
て
も
、
絶
対
に
自
分
の
氏
名
・
住
所
な

ど
を
教
え
た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。

　
事
前
に
延
滞
料
の
説
明
を
受
け
て
い

な
い
場
合
に
は
年
五
％
﹇
民
法
第
四
〇

四
条
﹈
（
な
お
、
商
法
が
適
用
さ
れ
る
場
合

は
年
六
％
）
。  

ま
た
、
仮
に
事
前
に
説

明
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
年
十
四
・
六
％

を
超
え
る
延
滞
料
の
特
約
は
無
効
と
な

　
こ
れ
に
関
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
の
に
請
求
が
く
る
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
場
合
で
不
等
な
延
滞
料
請
求

が
な
さ
れ
る
と
い
っ
た
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
携
帯
電
話
に
電
話
が
か
か
り
、
ワ
ン
コ

ー
ル
で
切
れ
、
着
信
履
歴
に
残
さ
れ
た
電

ワ
ン
切
り
と
は
：

ワ
ン
切
り
に
か
け
直
す
と
：

ワ
ン
切
り
の
情
報
は
：

ワ
ン
切
り
の
ト
ラ
ブ
ル
：

ワ
ン
切
り
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
は

単
に
、
電
話
を
か
け
直
し
た
だ
け
で
は

代
金
を
支
払
う
義
務
が
な
い
！

仮
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
で
も

不
当
な
延
滞
料
の
請
求
に
応
じ
る
必
要

は
な
い
！



り
ま
す
。
﹇
消
費
者
契
約
法
第
九
条
﹈
。

　
な
お
、
事
前
の
説
明
な
く
不
当
な
延

滞
料
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
特
定

商
取
引
違
反
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

着
信
履
歴
に
か
け
直
し
た
ら
、
出

　
　
　
友
達
か
ら
だ
と
思
っ
て
ワ
ン
切
り

に
か
け
直
し
て
し
ま
っ
た
！
　
す
ぐ
切
っ
た

け
ど
、
高
い
料
金
が
あ
る
と
聞
い
て
心
配
：

会
い
系
ら
し
い
案
内
テ
ー
プ
が
流
れ
て
き
た
。

無
料
期
間
中
と
言
う
か
ら
聞
い
た
の
に
、

一
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。
こ
れ
っ
て
、
一
万

円
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

　
　
　
ワ
ン
切
り
に
か
け
直
し
て
有
料
情

報
を
聞
い
た
け
ど
、
忙
し
く
て
支
払
い
期

日
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
一
カ
月
後
、
「
利

用
料
三
千
円
、
延
滞
料
十
万
円
を
支
払
え
。

家
ま
で
取
り
立
て
に
い
く
ぞ
。
」
と
何
度
も

電
話
が
か
か
っ
て
き
て
恐
い
。

　
携
帯
電
話
に
は
知
人
等
の
電
話
番
号
や

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
個
人
情
報
が
登

録
さ
れ
て
い
る
の
で
紛
失
に
は
十
分
気
を

付
け
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
心

当
た
り
の
な
い
着
信
履
歴
へ
の
か
け
直
し

を
し
な
い
こ
と
も
心
得
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
ま
た
、
電
話
を
か
け
て
し
ま
っ
て
も
相

手
を
確
認
す
る
だ
け
の
利
用
で
法
外
な
料

金
を
請
求
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
利
用

し
て
な
い
旨
を
相
手
に
申
し
立
て
、
毅
然

と
し
た
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
「
ワ
ン
切
り
」
が
も
と
で
、
不
当

な
料
金
請
求
を
受
け
る
な
ど
困
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
、
消
費
者
相
談
窓
口
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　
　
着
信
履
歴
に
残
さ
れ
た
電
話
番
号
に
、

単
に
、
か
け
直
し
た
だ
け
で
は
、
契
約
を
し
た

こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
通
話
料
以
外
を

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
請
求
の
電
話

が
あ
っ
て
も
、
業
者
は
あ
な
た
の
携
帯
番
号

し
か
知
ら
な
い
は
ず
で
す
。
絶
対
に
名
前
や

住
所
を
教
え
な
い
こ
と
。

　
　
　
利
用
前
の
説
明
と
違
う
、
不
当
な

請
求
に
応
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
延
滞
料
は
、
法
律
で
上
限
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
利
用
料
が
三
千
円
で
あ
れ
ば
、一

カ
月
の
延
滞
料
は
ど
ん
な
に
高
く
て
も
四
十

円
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
恐
い
か
ら
と
、
つ
い
支

払
っ
て
し
ま
う
と
「
脅
か
せ
ば
取
れ
る
」
と
目

を
付
け
ら
れ
、
ま
た
狙
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
脅
迫
め
い
た
請
求
が
あ
っ
た
ら
、
警
察

ワ
ン
切
り
に
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
：

こ
ん
な
と
き
の
Ｑ
＆
Ａ

もし、あやまってかけてしまっても、あわてないで。

着信履歴に残された知らない番号に、
不用意にかけ直すことはやめましょう。

単にかけ直しただけなら・・

サービスを利用してしまっても・・

脅迫されたら警察へ

通話料以外を支払う必要はありません。

「知らない番号に不用意にかけ直さない」
   事が重要

相手にあなたの電話番
号をしられないように
しましょう。

消費者相談窓口
経済産業省消費者相談室

情報提供関係機関等

沖縄総合事務局消費者相談室

携帯電話の着信履歴機能を利用した迷惑電話について総務省

経済産業省

NTT西日本

KDDI（au）

NTTドコモ九州

ジェイフォン

行政機関等

機　関　名　等 情  報  提  供  内  容

※電気通信事業者については沖縄から最寄の業者をリストアップしています。

H　P　ア　ド　レ　ス

電気通信事業者

国民生活センター

警視庁

リーフレット「ワン切り注意報！」

携帯電話のいわゆる「ワン切り」に関する相談について

ご注意ください ～au電話をご利用のお客さまへ～

「迷惑電話」にお気をつけてください

ワンコール迷惑電話（ワン切り）にご注意ください

迷惑電話にご注意ください！！ワンコール・コールバッ
ク式（ワンギリ）にご注意ください。

ご注意ください～「ワン切り」コールへのかけ直しに
ご注意！～

沖縄県県民生活センター

（宮古分室）
（八重山分室）
沖縄県警察本部生活安全課

（注）支払期日を守らなかった時の追加金

不当な請求に応じる必要は
ありません。

脅迫めいた請求があった時は、
警察に相談しましょう。

　
脅
迫
的
な
言
動
に
よ
る
請
求
等
が
な
さ

れ
た
場
合
に
は
、
警
察
に
通
報
す
る
こ
と
。

03-3501-4657

098-862-4373

098-863-9214
09907-2-0199
09808-2-1289

098-861-9110



十
一
月
は
下
請
取
引
適
正
化

推
進
月
間
で
す

下
請
取
引
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
ま
す
か
。

　
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
は
、
下

請
取
引
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
ル
ー
ル
を
親
事
業
者
が
遵
守
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
下
請
取
引
を
よ
り
公
正
な

も
の
に
し
、
下
請
企
業
の
利
益
の
保
護
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
下
請
単
価
を
一
方
的
に
引
き

下
げ
た
り
す
る
こ
と
や
、
安
易
は
発
注
の

取
消
し
や
納
期
の
延
期
な
ど
も
ル
ー
ル
違

反
と
し
て
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
本
法
は
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
定
め
て

い
ま
す
。

　
　
下
請
事
業
者
に
責
任
が
な
い
の
に
、

い
っ
た
ん
注
文
し
た
物
品
の
受
領
を
拒
ん

で
は
な
ら
な
い
（
受
領
拒
否
の
禁
止
）
。

　
　
下
請
代
金
を
物
品
の
受
領
後
六
十
日

以
内
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
支

払
遅
延
の
禁
止
）
。

　
　
下
請
事
業
者
に
責
任
が
な
い
の
に
、

あ
ら
か
じ
め
決
め
た
下
請
代
金
を
支
払
時

に
減
額
し
て
は
な
ら
な
い
（
下
請
代
金
の

減
額
の
禁
止
）
。

　
　
下
請
事
業
者
に
責
任
が
な
い
の
に
、

受
領
し
た
物
品
を
返
品
し
て
は
な
ら
な
い

（
返
品
の
禁
止
）
。

に
下
請
取
引
の
実
態
を
調
査
し
、
こ
れ
ら

に
該
当
す
る
行
為
が
起
き
て
い
な
い
か
ど

う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

親
事
業
者
が
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
行
為
を

し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
行
為
を
や
め
さ

せ
る
と
と
も
に
、
下
請
事
業
者
が
受
け
た

不
利
益
の
回
復
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
は
下
請
取
引
適
正
化
推
進
月
間

で
す
。
下
請
取
引
に
関
す
る
相
談
等
を
次

の
連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　
　
著
し
く
低
い
下
請
代
金
を
不
当
に
定
め

て
は
な
ら
な
い
（
買
い
た
た
き
の
禁
止
）
。

　
　
製
品
を
均
質
に
す
る
た
め
、
原
材
料
や

工
具
・
部
品
等
を
自
己
か
ら
購
入
さ
せ
る
場

合
を
除
き
、
自
己
の
指
定
す
る
物
の
購
入
を

強
制
し
て
は
な
ら
な
い
（
購
入
強
制
の
禁
止
）
。

　
　
有
償
支
給
し

た
原
材
料
等
の
対

価
を
下
請
代
金
の

支
払
期
日
よ
り
早

い
時
期
に
支
払
わ

せ
て
は
な
ら
な
い
（
有

償
支
給
現
在
料
等

の
対
価
の
早
期
決

済
の
禁
止
）
。

　
　
下
請
代
金
を

一
般
の
金
融
機
関

で
割
り
引
く
こ
と

が
困
難
な
長
期
手

形
に
よ
り
支
払
っ

て
は
な
ら
な
い
（
割

引
困
難
な
手
形
の

交
付
の
禁
止
）
。

　
公
正
取
引
委
員

会
及
び
中
小
企
業

庁
で
は
、
定
期
的

「
下
請
取
引
適
正
化
推
進
月
間
」

　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語

　
総
務
部
公
正
取
引
室

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
九
八
ー
八
六
三
ー
二
二
四
三
）

　
経
済
産
業
部
中
小
企
業
課

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
九
八
ー
八
六
二
ー
一
四
五
二
）

知
っ
て
ま
す
か
下
請
法

　
守
っ
て
ま
す
か
取
引
ル
ー
ル



管
内
経
済
情
勢
報
告

平
成
十
四
年
十
月
、
財
務
部
で
は
管
内
経
済
情
勢
報
告
を

次
の
と
お
り
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
最
近
の
管
内
経
済
情
勢
を
み
る
と
、
個
人
消

費
は
、
一
部
に
弱
含
み
の
動
き
が
み
ら
れ
る
も

の
の
総
じ
て
底
固
く
推
移
し
て
い
る
。
公
共
事
業
、

住
宅
建
設
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

十
四
年
度
の
設
備
投
資
は
前
年
度
を
上
回
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
観
光
は
着
実
に
回
復
し
て
き
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
企
業
活
動
を
み
る
と
、
生
産

は
持
ち
直
し
の
動
き
が
続
い
て
い
る
ほ
か
、
十

四
年
度
通
期
の
企
業
収
益
は
、
増
益
見
通
し
と

な
っ
て
い
る
。企
業
の
景
況
感
は
、
現
状
は
「
下
降
」

超
と
な
っ
て
い
る
も

の
の
、先
行
き
は「
上

昇
」
超
に
転
じ
る
見

通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
雇
用
情
勢

は
以
前
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、

一
部
に
明
る
い
動
き
も
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
管
内
経
済
は
、
一
部
に
厳
し

さ
は
あ
る
も
の
の
、
観
光
は
着
実
に
回
復
し
て

き
て
お
り
、
全
体
と
し
て
持
ち
直
し
の
動
き
が

続
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　 

を
み
る
と
、
百
貨
店
は
、
前
年
を

下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
主
要
ス
ー
パ
ー
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、
底
固
い
動
き
と
な

っ
て
い
る
。

　
耐
久
消
費
財
で
は
、
家
電
製
品
販
売
は
前
年

を
下
回
っ
て
い
る
。
自
動
車
販
売
は
、
中
古
車

販
売
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
新
車

販
売
は
引
き
続
き
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

影
響
な
ど
か
ら
客
室
単
価
が
前
年
を
下
回
っ

て
い
る
も
の
の
、
高
水
準
で
推
移
し
た
観
光
入

込
客
数
の
影
響
を
受
け
、
客
室
稼
動
率
は
前
年

を
上
回
っ
て
い
る
。

　
観
光
関
連
施
設
の
入
場
者
数
は
、
好
調
だ
っ

た
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
増
益
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
。

　
十
四
年
度
通
期
は
、
製
造
業
、
非
製
造
業
と

も
増
益
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は

増
益
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　 

を
み
る
と
、
負
債
金
額
が
前
年
を

下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
件
数
は
前
年
を
上
回

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
を
み
る
と
、
設
備
資
金
で
わ
ず
か
に

動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
運
転
資
金
が
依
然

と
し
て
低
調
な
こ
と
か
ら
、
全
体
で
は
前
年
を

下
回
っ
て
い
る
。

　
　
　
　 

を
野
菜
・
果
実
の
出
荷
量
、
出
荷
額

で
み
る
と
、
県
外
向
け
の
マ
ン
ゴ
ー
が
好
調
だ

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
前
年
並
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　 

　
　
を
み
る
と
、
被
服
及
び
履
物
な

ど
多
く
の
費
目
で
下
落
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
体
で
も
引
き
続
き
弱
含
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　 

を
み
る
と
、
完
全
失
業
率
は
依
然

と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
有
効
求
人
倍
率
は
こ
こ
へ
き
て
動
き

が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
低
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
雇
用
保
険
受
給
者
実
人
員
は
減
少
し
て
い
る

ほ
か
、
新
規
求
人
数
、
就
職
条
件
数
と
と
も
に

増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
一
部
に
明
る
い
動

き
も
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　  

　
を
み
る
と
、
現
状
（
一
四
年

七
〜
九
月
期
）
で
は
、
製
造
業
で
「
上
昇
」
超
に

転
じ
て
い
る
も
の
の
、
ウ
エ
イ
ト
高
い
非
製

造
業
で
「
下
降
」
超
幅
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
全
産
業
で
は
「
下
降
」
超
幅
が
拡
大
し
て

い
る
。

　
な
お
、
先
行
き
は
、
製
造
業
で
「
下
降
」
超
に

転
じ
る
も
の
の
、
ウ
エ
イ
ト
の
高
い
非
製
造
業

で
「
上
昇
」
超
に
転
じ
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で

は
「
下
降
」
超
幅
が
縮
小
す
る
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　 

を
新
設
住
宅
着
工
戸
数
で
み
る
と
、

持
家
、
貸
家
等
で
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
全
体
で
も
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。
新

設
住
宅
の
着
工
床
面
積
も
前
年
を
下
回
っ
て
い

る
。
　
資
金
別
の
着
工
戸
数
で
は
、
公
的
資
金
が
前

年
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
民
間
資
金
は
前

年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　 

を
み
る
と
、
十
四
年
度
（
実
績
見

通
し
）
は
、
製
造
業
で
前
年
度
を
下
回
っ
て
い

る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
前
年
度
を
上
回
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
前
年
度
を
上
回

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　 

を
み
る
と
、
建
設
資
材
関
連
で
は
、

ア
ル
ミ
型
材
が
、
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、

セ
メ
ン
ト
、
生
コ
ン
、
棒
鋼
は
前
年
を
上
回
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
食
料
品
で
は
、
ビ
ー
ル
、
パ
ン
・
め
ん

類
が
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
食
肉
加

工
品
、泡
盛
、発
泡
酒
は
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
産
活
動
は
総
じ
て
み
る
と

持
ち
直
し
の
動
き
が
続
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
石
油
、電
気
・
ガ
ス
を
除
く
）
を

み
る
と
、
十
四
年
度
上
期
は
、
製
造
業
で
増
益

と
み
て
い
る
ほ
か
、
非
製
造
業
で
わ
ず
か
な
が

ら
増
益
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
企
業
で
は

増
益
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
十
四
年
度
下
期
は
、
製
造
業
で
減
益
と
み
て

い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
大
幅
な
増
益
と
み

　
　
　
　
　 

を
公
共
工
事
前
払
保
証
請
負
額

で
み
る
と
、
国
等
で
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
も

の
の
、
県
、
市
町
村
等
で
前
年
を
下
回
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
全
体
で
も
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、

個
人
消
費
は
、
一

部
に
弱
含
み
の

動
き
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
総
じ

て
底
固
く
推
移

し
て
い
る
。

  
　
　 

を
み
る
と
、

観
光
入
込
客
数
は
、

低
価
格
商
品
や

各
種
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
等
の
誘
客

効
果
も
あ
っ
て

高
水
準
で
推
移

し
て
お
り
、着
実

に
回
復
し
て
き

て
い
る
。

　
主
要
ホ
テ
ル
は
、

低
価
格
商
品
の



二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創
造

運
動
に
つ
い
て

〜
土
地
改
良
区
の
愛
称
が「
水
土
里（
み
ど
り
）ネ
ッ
ト
」に
決
定
〜

　
土
地
改
良
区
と
は
、
農
地
の
水
管
理
や

頭
首
工
・
水
路
な
ど
の
農
業
用
水
利
施
設

の
維
持
管
理
を
行
う
農
家
の
団
体
で
あ
り
、

日
本
全
国
に
約
七
千
団
体
（
沖
縄
県
下
百

五
十
四
団
体
。
平
成
十
四
年
三
月
末
）
が

あ
り
ま
す
。
土
地
改
良
区
は
農
業
生
産
を

支
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
四
万
キ
ロ
に

も
及
ぶ
農
業
用
水
路
を
通
じ
て
、
地
域
の

水
循
環
機
能
を
維
持
し
、
生
態
系
の
保
全

や
良
好
な
景
観
の
保
全
に
資
す
る
等
公
益

的
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
土
地
改
良
区

で
は
、
都
市
化
・
混
住
化
等
に
起
因
す
る

農
村
の
共
同
意
識
の
低
下
や
、
高
齢
化
・

兼
業
化
に
よ
る
農
村
地
域
の
活
力
の
低
下

に
よ
り
施
設
管
理
の
粗
放
化
や
組
織
の
弱

体
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
態
に
適
切
に
対
処
し
、
各

地
で
継
承
さ
れ
て
き
た
ふ
る
さ
と
の
環
境

を
育
む
大
切
な
資
源
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
都
道
府
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
が
中
心
と
な
り
、
「
時
代
と
共
に
、

地
域
と
共
に
生
き
る
土
地
改
良
区
」
の
実

現
を
目
指
し
て
、
平
成
十
三
年
度
よ
り

「
二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
」

が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
土
地
改
良

区
の
活
動
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
親
し
み
が
沸

く
よ
う
な
「
愛
称
」
募
集
が
全
国
で
実
施

さ
れ
、
十
月
二
十
九
日
の
全
国
土
地
改
良

大
会
に
お
い
て
「
水
土
里
（
み
ど
り
）
ネ

ッ
ト
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
十
四
年
十
月
に
糸
満
市

真
栄
平
土
地
改
良
区
を
中
心
に
「
農
業
体

験
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
、

糸
満
市
立
光
洋
小
学
校
の
子
供
た
ち
と
芋

掘
り
を
行
う
と
と
も
に
、
土
地
改
良
施
設

等
の
見
学
を
通
し
て
、
農
業
農
村
の
果
た

し
て
い
る
役
割
と
、
こ
れ
ら
を
管
理
し
て

い
る
土
地
改
良
区
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

「
農
業
体
験
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー
」
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
三
月
に
感
想
文

集
・
感
想
画
集
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

関
係
者
や
一
般
の
方
々
に
配
布
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
運
動
を
通
じ
て
、

土
地
改
良
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が

る
よ
う
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

掘った芋と子ども

みんなで芋掘り



触
れ
て
感
じ
る
先
人
の
技

伝
統
的
工
芸
品
月
間
推
進
国
民
会
議
全
国
大
会

　
全
国
各
地
に
は
、
百
年
以
上
の
歴
史
と

文
化
に
育
ま
れ
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
、
伝
統
の
技
（
伝
統
的
工
芸
品
）
が

あ
り
ま
す
。

　
京
都
府
の
十
七
品
目
を
筆
頭
に
、
全
国

で
二
百
近
い
品
目
が
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
沖
縄
県
の
指
定
品
目
数
は
新
潟
県

と
並
ん
で
、
第
二
位
（
十
三
品
目
）
﹇
別

表
参
照
﹈
。

　
こ
れ
ら
の
伝
統
の
技
を
一
堂
に
会
し
、
伝

統
的
工
芸
品
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

『
第
十
九
回
伝
統
的
工
芸
品
月
間
推
進
国

民
会
議
全
国
大
会
』
が
本
土
復
帰
三
十
周

年
記
念
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
宜
野

湾
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
開
催
（
十
一
月
六
日
〜
十
日
）
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
伝
統
的
工
芸
品
月
間
」
と
は
、
経
済

産
業
省
が
昭
和
五
十
九
年
に
定
め
た
も
の
で
、

毎
年
十
一
月
を
同
月
間
と
し
て
、
伝
統
的

工
芸
品
産
業
に
対
す
る
理
解
と
国
民
生
活

へ
の
普
及
を
目
的
に
、
全
国
各
地
で
多
彩

な
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
国

大
会
に
お
い
て
は
、
功
績
の
あ
っ
た
伝
統

工
芸
士
や
各
産
地
の
団
体
・
個
人
の
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
因
み
に
今
年
度
の
経
済
産
業
大
臣
表
彰

と
し
て
沖
縄
か
ら
本
功
労
賞
と
し
て
「
平

良
美
恵
子
」
さ
ん
＝
喜
如
嘉
芭
蕉
布
事
業

共
同
組
合
理
事
長
が
、
優
良
団
体
を
し
て

「
琉
球
絣
事
業
共
同
組
合
（
理
事
長
　
大

城
一
夫
）
」
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
更
に
、
こ
れ
ら
の
文
化
を
継
承
し
て
い

く
た
め
、
小
・
中
学
生
の
子
供
達
に
伝
統

的
工
芸
品
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
併
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
伝
統
的

工
芸
品
月
間
図
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

県
内
か
ら
、
図
画
部
門
で
、
文
部
科
学
大

臣
奨
励
賞
（
源
河
小
　
松
田
知
子
さ
ん
）
、

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
会
長
賞

（
開
南
小
　
石
川
瑞
起
さ
ん
）
、
作
文
部

門
で
、
（
社
）
日
本
民
間
放
送
連
盟
会
長

賞
（
南
星
中
　
津
波
美
都
里
さ
ん
）
が
そ

れ
ぞ
れ
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
会
場
内
で
同
時
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
伝

統
工
芸
ふ
れ
あ
い
広
場
・
お
き
な
わ
」
、「
全

国
伝
統
工
芸
士
展
」
で
は
、
ビ
デ
オ
・
パ

ネ
ル
に
よ
る
伝
統
的
工
芸
品
の
歴
史
・
技

術
の
紹
介
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
伝
統
工
芸
士
の
方
々
に
よ
る
制
作

実
演
、
一
般
来
場
者
の
制
作
体
験
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
、
伝
統
的
工
芸
品
の
良
さ
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

「伝統工芸ふれあい広場・おきなわ」開会セレモニー

「
伝
統
工
芸
ふ
れ
あ
い
広
場
・

お
き
な
わ
」
で
の
展
示
・
実
演



　
現
在
、私
た
ち
人
類
は
、オ
ゾ
ン
層
破
壊
、

地
球
温
暖
化
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
環
境

問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
人
間
を
含
め
、

あ
ら
ゆ
る
地
球
の
生
物
に
影
響
を
与
え
る

オ
ゾ
ン
層
破
壊
や
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
フ
ロ
ン
を
大
気
中
に
放
出
さ
せ
な
い

よ
う
平
成
十
四
年
十
月
一
日
（
業
務
用
冷

凍
空
調
機
器
の
フ
ロ
ン
は
、
平
成
十
四
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
）
か
ら
フ
ロ
ン
回
収

破
壊
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
、

も
し
く
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
で

所
定
の
処
理
費
用
を
払
い
込
ん
で
、
自
動

車
フ
ロ
ン
券
を
取
得
し
、
そ
れ
を
使
用
済

自
動
車
に
添
え
て
、
自
治
体
の
登
録
を
受

け
た
引
取
事
業
者
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
引
取
事
業
者
か
ら
は
、
自
動
車

ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
、
「
自
動
車
フ
ロ
ン
類

管
理
書
」
の
廃
棄
者
控
（A

票
）
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　
引
取
事
業
者
に
引
き
取
ら
れ
た
使
用
済

自
動
車
の
フ
ロ
ン
は
、
回
収
事
業
者
に
よ

っ
て
回
収
さ
れ
た
う
え
、
破
壊
事
業
者
に

引
き
渡
さ
れ
、
破
壊
処
理
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
関
係
す
る
事
業
者
に
は
、
引
取

数
量
、
破
壊
数
量
等
の
記
録
・
保
存
及
び

報
告
を
義
務
付
け
て
お
り
、
フ
ロ
ン
が
、

適
正
に
処
理
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
地
球
環
境
の
保
護
は
、
こ
の
よ
う
な
法

律
の
適
正
な
施
行
は
も
と
よ
り
、
使
用
者

一
人
一
人
が
自
覚
を
持
っ
て
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
地
球
の
未
来
の
た

め
に
、
フ
ロ
ン
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
カ
ー
エ
ア
コ
ン
や
業
務
用
冷
凍
空
調
機

器
の
冷
媒
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
フ
ロ

ン
類
が
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
及
び
地
球
温

暖
化
物
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
六
月
、

こ
れ
ら
の
製
品
を
廃
棄
す
る
際
、
製
品
に

含
ま
れ
る
フ
ロ
ン
の
回
収
・
破
壊
を
義
務

付
け
ま
し
た
。

　
平
成
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
、
自
動
車

ユ
ー
ザ
ー
は
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
付
き
自
動

車
を
廃
棄
す
る
場
合
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
に

含
ま
れ
る
フ
ロ
ン
の
処
理
に
要
す
る
費
用

の
負
担
（
自
動
車
フ
ロ
ン
券
）
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

「
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
」

「
使
用
済
自
動
車
の
引
渡
」

「
フ
ロ
ン
の
適
正
処
理
」

「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」

守
ろ
う
地
球
オ
ゾ
ン
層

カ
ー
エ
ア
コ
ン
か
ら
の

フ
ロ
ン
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

自動車フロン券の料金　１枚 2,580円

自動車
小型バス

車種別料金（1台当たり） （  ）内はフロン券枚数

大型バス
[長さ 7メートル以上][長さ 7メートル未満]

バス（乗車定員11人以上）

2,580円（1枚） 5,160円（2枚） 10,320円（4枚）

（バスを除く）



　
オ
ー
プ
ン
当
日
は
一
般
公
開
に
先
立
ち
、

沖
縄
総
合
事
務
局
が
主
催
す
る
開
館
式
典

が
行
わ
れ
、
中
馬
弘
毅
国
土
交
通
副
大
臣
、

米
田
建
三
内
閣
府
副
大
臣
を
は
じ
め
、
国

や
県
、
本
部
町
、
水
族
館
関
係
者
約
四
百

六
十
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
真
境
名
本
流
真
境
名
結
子

琉
舞
道
場
に
よ
る
琉
球
舞
踊
が
拾
う
さ
れ

た
後
、
午
前
十
時
か
ら
水
族
館
入
り
口
へ

と
続
く
海
人
門
（
ウ
ミ
ン
チ
ュ
ゲ
ー
ト
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
挨
拶
の
な
か
で
中
馬
副
大
臣
は
「
大

変
迫
力
の
あ
る
施
設
と
な
っ
た
。
沖
縄
観
光
、

北
部
発
展
の
拠
点
に
な
る
こ
と
を
大
い
に

期
待
す
る
」
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
、
続
い

て
米
田
副
大
臣
か
ら
「
北
部
地
域
、
沖
縄

の
更
な
る
振
興
に
奇
与
で
き
る
よ
う
全

力
を
挙
げ
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
水
族
館
入
り
口
と

な
る
め
ん
そ
ー
れ
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

全
国
公
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
「
沖

縄
美
ら
海
水
族
館
」
の
名
付
け
親

で
あ
る
仲
里
美
沙
樹
さ
ん
（
小
学

六
年
生
）
を
は
じ
め
、
関
係
者
十

五
名
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
後
、
式
典
列
席
者
の
入
館
に

引
き
続
き
、
午
前
十
一
時
か
ら
一
般

公
開
が
始
ま
り
、
平
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
わ
び
て
い
た
六

千
二
百
名
の
来
館
者
が
「
沖
縄
美
ら
海
水

族
館
」の
初
観
覧
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
世
界
最
大
級
の
水
槽
を
有
す
る
同
水
族

館
は
、
世
界
初
の
試
み
と
な
る
サ
ン
ゴ
の

大
規
模
飼
育
展
示
や
、
ジ
ン
べ
エ
ザ
メ
の

複
数
飼
育
な
ど
魅
力
あ
る
数
多
く
の
特
徴

を
備
え
て
い
ま
す
。
本
施
設
は
四
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
は
一
万
九
千
平
方
メ
ー
ト
ル

の
規
模
を
誇
り
、
館
内
は
、
「
サ
ン
ゴ
礁

へ
の
旅
」
「
黒
潮
の
海
へ
の
旅
」
「
深
海

へ
の
旅
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
」
の
オ

ー
プ
ン
は
、
今
後
の
沖
縄
県
に
お
け
る
観

光
振
興
に
更
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
」オ
ー
プ
ン
！

　
沖
縄
の
本
土
復
帰
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
部
町
の
国
営

沖
縄
記
念
公
園
海
洋
博
覧
会
地
区
内
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
沖
縄
美

ら
海
水
族
館
」
が
十
一
月
一
日
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

米田健三内閣府副大臣 中馬弘毅国土交通副大臣

関係者によるテープカット



一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

（
タ
ク
シ
ー
）
も
係
る
緊
急
調
整

地
域
の
指
定
に
つ
い
て

　
国
土
交
通
大
臣
は
、
平
成
十
四
年
八
月

二
十
二
日
の
運
輸
審
議
会
か
ら
の
答
申
を

受
け
、
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

（
タ
ク
シ
ー
）
の
沖
縄
本
島
営
業
区
域
を
、

平
成
十
四
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
十
五
年

八
月
三
十
一
日
の
間
、
道
路
運
送
法
第
八

条
第
一
項
に
基
づ
く
緊
急
調
整
地
域
と
し

て
指
定
し
ま
し
た
。

入
が
前
年
度
と
比
較
し
て
減
少
し
、
か
つ
、

当
該
営
業
区
域
に
お
け
る
前
五
年
間
平
均

値
を
十
五
％
以
上
下
回
り
、
又
は
平
成
九

年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度
ま
で
の
間
の
全

国
平
均
値
を
二
十
％
以
上
下
回
っ
て
い
る

と
と
も
に
、
安
全
関
係
法
令
違
反
件
数
及

び
苦
情
件
数
が
前
々
年
度
と
比
較
し
て
二

年
連
続
し
て
増
加
し
て
い
る
場
合
に
指
定

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
ら
の
苦
情
件
数
が
平
成
十
一
年
度
十
八

件
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
平
成
十
二
年
度

二
十
八
件
、
平
成
十
三
年
度
三
十
四
件
と
、

両
指
標
と
も
二
年
連
続
し
て
平
成
十
一
年

度
と
比
較
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
沖
縄
本
島
営
業
区
域
は
、
緊
急
調

整
地
域
へ
の
指
定
要
件
に
合
致
し
、
全
国

で
唯
一
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
運
輸
審
議
会
答
申
に
お
い
て
は
、
「
沖

縄
本
島
営
業
区
域
に
お
け
る
安
全
面
、
利

用
者
利
便
に
関
す
る
事
業
者
へ
の
指
導
監

督
の
強
化
、
経
営
環
境
改
善
に
向
け
た
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置
を
講
じ
、
早
期
に
状

態
が
改
善
す
る
よ
う
に
最
大
限
の
努
力
を

行
う
と
と
も
に
、
輸
送
の
安
全
及
び
旅
客

の
利
便
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る

お
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
可
能
な
限
り
早
期
の
指
定
の
解

　
沖
縄
本
島
営
業
区
域
に
お
い
て
は
、
平

成
十
三
年
度
の
実
車
率
が
三
十
一
・
五
％
、

一
日
一
車
当
た
り
営
業
収
入
が
二
万
四
千

八
十
三
円
で
あ
り
、
前
年
度
の
実
車
率
が

三
十
ニ
・
ニ
％
、
一
日
一
車
当
た
り
営
業

収
入
二
万
五
千
七
円
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、

か
つ
、
平
成
九
年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度

ま
で
の
全
国
平
均
の
実
車
率
四
十
三
・
九
％
、

一
日
一
車
当
た
り
営
業
収
入
三
万
三
千
百

五
十
九
円
と
比
較
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
八
・

ニ
％
、二
十
七
・
四
％
下
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
営
業
区
域
に
お
い
て
は
、
安
全

関
係
法
令
違
反
件
数
が
平
成
十
一
年
度
八

件
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
平
成
十
二
年
度

十
六
件
、
平
成
十
三
年
度
九
件
、
利
用
者

　
緊
急
調
整
地
域
制
度
は
、
平
成
十
四
年

二
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
道
路
運
送

法
に
よ
り
新
た
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
供
給

輸
送
力
が
輸
送
需
要
量
に
対
し
て
著
し
く

過
剰
と
な
っ
て
お
り
、
当
該
供
給
輸
送
力

が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
送

の
安
全
及
び
旅
客
の
利
便
を
確
保
す
る
こ

と
が
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
、
一
時
的
に
新
規

参
入
及
び
増
車
を
停
止
す
る
措
置
を
行
う

も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
対
象
と
な
る
営
業
区
域

の
実
車
率
及
び
一
日
一
車
当
た
り
営
業
収

緊
急
調
整
地
域
の
指
定

沖
縄
本
島
営
業
区
域
の
状
況

沖
縄
総
合
事
務
局
の
対
応

緊
急
調
整
地
域
制
度
の
概
要

国際通りを走行するタクシーには空車が目立つ



除
を
行
う
よ
う
努
め
」
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
と
し
て
は
、

当
面
の
措
置
と
し
て
、

部
長
か
ら
（
社
）
沖
縄
県
タ
ク
シ
ー
協
会

等
の
関
係
事
業
者
団
体
の
役
員
に
対
し
、

具
体
的
な
検
討
項
目
を
示
し
て
、
改
善
に

向
け
た
自
主
的
な
取
組
み
を
検
討
す
る
よ

う
に
要
請
し
ま
し
た
。
関
係
事
業
者
団
体

に
お
い
て
は
、
今
後
、
自
主
的
な
対
策
の

具
体
化
を
図
り
、
そ
の
結
果
を
運
輸
部
陸

上
交
通
課
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。
関
係

事
業
者
団
体
の
取
組
み
案
に
つ
い
て
は
、

昨
年
設
置
さ
れ
た
官
民
の
関
係
者
か
ら
構

成
さ
れ
る
沖
縄
県
タ
ク
シ
ー
事
業
適
正
化

推
進
懇
談
会
（
議
長
：
沖
縄
総
合
事
務
局

運
輸
部
陸
上
交
通
課
長
）
に
お
け
る
審
議

を
経
て
所
要
の
修
正
を
加
え
、
可
及
的
速

や
か
に
そ
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
行
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
と
し
て
は
、
今
後
も
、

緊
急
調
整
地
域
の
早
期
指
定
解
除
や
、
県

内
外
の
利
用
者
に
愛
さ
れ
る
安
全
で
利
便

性
の
高
い
タ
ク
シ
ー
の
実
現
に
向
け
、
沖

縄
県
等
の
関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
て
、

積
極
的
に
対
策
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存

で
す
の
で
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
と
ご
支

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

等
を
通
じ
た
事
業
者
へ
の
指
導
監
督
の
強

化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
去
る
十
月
十
七
日
に
は
、
運
輸

本
島
地
区
の
全
て
の
増
車
事
業
者
に
つ

い
て
重
点
項
目
を
定
め
て
重
点
的
に
監

査
を
実
施
す
る
こ
と

苦
情
や
法
令
違
反
が
多
い
と
認
め
ら
れ

る
事
業
者
に
対
し
重
点
的
に
監
査
を
実

施
す
る
こ
と

輸
送
施
設
の
使
用
停
止
処
分
等
の
行
政

処
分
の
対
象
と
な
っ
た
事
業
者
名
等
の

公
表
沖
縄
県
警
等
の
関
係
行
政
機
関
と
の
連

携
の
強
化

那覇空港ターミナルビルタクシー乗り場における指導員による指導

急激な供給過剰が起こった場合、輸送の安全、利用者利便にも影響

特別監視地域の指定

特別監視地域の解除

緊急調整地域の指定

緊急調整地域の解除

沖縄本島地域が該当

・実車率及び日車営収が前年度と比較して減少

・実車率及び日車営収が前年度と比較して減少 ・実車率及び日車営収が前年度
　と比較して増加等

・実車率及び日車営収が前年度と比較して増加等

・法令違反件数・苦情件数が減少等

・一定の安全関係法令違反件数・苦情件数が2年
　連続前々年度と比較して増

・特監指定時に比較した前５年間平均比△15％超
　又は平成9～12年度全国平均比△20％超　等

・前５年間平均比△10％超
　又は平成9～12年度全国平均比△20％超　等

特別監視地域・緊急調整地域の指定要件



細田博之　沖縄及び北
方対策担当大臣が就任
後初来沖

平成14年度経済産業
省所管統計調査功績
者表彰状の伝達

「松くい虫ゼロ大作戦」
　　　　　　　  始まる

田博之　沖縄及び北方対策担

当大臣が主任後初めて、10月

る9月19日、読谷村の座喜

味城址において、国、県、

11日から12日の日程で来沖されました。

　細田大臣は、11日午後3時に那覇

空港に到着し、国立沖縄戦没者墓苑

を参拝するとともに大臣の出身地であ

る島根県の慰霊碑、島根の塔を参拝

後、稲嶺沖縄県知事及び伊良皆沖

縄県議会議長との懇談、グレゾン在

日米軍沖縄地域調査官をはじめとす

る米軍基地関係者との意見交換会を

行いました。

　12日には、航空自衛隊のヘリコプタ

ーに搭乗し、空から沖縄本島内の米

軍施設を視察し、沖縄産業支援セン

ターの視察、県内経済団体代表者と

の懇談、市町村四団体及び各圏域

団体代表との懇談等を行い、12日の

午後、帰任されました。

　なお、10月11日午後、細田大臣は沖

縄総合事務局を訪れ、「沖縄総合事

務局は機能的に各省との連携を深く

して沖縄発展のため頑張っていますが、

新しい振興計画もでき、各種特区、新

沖縄大学院大学の設置などとともに、

高失業率などの諸問題を克服できる

起爆剤として職員の皆様にはさらに

努力をお願いします。一緒に頑張りま

しょう。」と職員を激励しました。

細

去経
米軍、市町村、村民、関係団体等

が参加し、県民意識の高揚を図る

ため「松くい虫ゼロ大作戦」県民

大会が開催されました。

　沖縄県の重要な森林資源であるリ

ュウキュウマツは、昭和48年に松くい

虫が侵入して以来、本島中北部を中

心に、大きな被害を受けており、沖縄

県では、平成14年3月30日に「沖縄県

松くい虫の防除に関する条例」を制

定し、平成14年～18年の5カ年で松

くい虫被害の終息を図ることとして

います。

　県民大会当日は約1,200人が参加

する中、国吉農林水産部総務調整

官は「県木として親しまれている貴重

なリュウキュウマツを松くい虫から守る

ことは、資源の維持・造成を図り、森林

の多様な機能を高度に発展する上で、

極めて重要である」と挨拶しました。

　式典後、参加者は伐倒した被害木

の搬出に汗を流し、当日の大会を終

了しました。

　沖縄県総合事務局では、松くい虫防

除対策をはじめ、各般の施策を支援し、

森林・林業の活性化を推進していくこ

ととしています。

　　　経済産業部では、去る10月30

　　　日に統計の日の関連事業と

して経済産業省所管の統計調査に

関して功績のあった個人1名に対

し、経済産業大臣表彰式を行いま

した。

　今年度の栄えある受賞者は、統

計調査員として動態統計調査に10

年以上従事された「喜屋武智子」

さんで古谷経済産業部長から表彰

状と副賞が授与されました。

　経済産業省が実施する動態統計

調査の結果は、我が国鉱工業の生

産、出荷、在庫の動向や石油等の

消費動態を把握するものとして極

めて重要なものであり、国や地方

自治体における景気対策、中小企

業対策など諸施策の策定のほか、

企業における経営分析等に役立つ

資料として各方面で活用されてい

ます。

　この度の喜屋武さんの受賞は、

このような統計調査を行うに当た

り、草の根的かつきめ細かな調査

対象事業所への対応や調査票の提

出期日内の収集、更には調査事務

の効率化・円滑化に努めてこられ

た功績が評価されたものです。

古谷経済産業部長から表彰状と
副賞を授与される喜屋武智子さん



平成14年度全国道
路標識週間の実施

「第11回アジア地域土木
　研究所長等会議」開催

平成14年度船員労働
安全衛生月間の実施

　　　路標識の充実と利用者の利

　　　便向上を図ることを目的に、平

成14年10月1日から7日まで各道路管

理者、公安委員会の協力のもと全国

道路標識週間を実施しました。

　今年の活動は、ポスター掲示、ラジ

オ放送、道路情報板、電光掲示板等

による広報、街頭でのリーフレット配布、

沖縄県庁1Fロビーと道の駅「許田」

にてパネル展示を行いました。

　また、今年の新たな活動としては、

道路管理者及び道路利用者等が標

識に対する問題点や維持管理、今後

の取り組みなど意見を交換する場とし

て「沖縄県道路標識等改善懇談会」

を11月中に開催することとします。

　なお、道路標識・表示に関する一

般の方からの意見を求めるための標

識BOX（意見箱）を現在県内51箇

所に設置しており、さらに、インタ

ーネットホームページにもコーナー

を開設しています。

http://www.dc.ogb.go.jp/kyoku/

　　　　　　hyoshiki-box/index.html

　寄せられたご意見については、今

後の標識整備に反映していくことと

しています。（道路管理課）

　　　月22日～24日にかけ万国津

　　　梁館（名護市）で開催され

た本会議には、インド、インドネ

シア、韓国、ラオス、マレーシア、

パキスタン、フィリピン、スリラ

ンカ、タイ、及び日本から約100人

が参加しました。

　本会議は、アジア諸国の枢要な

立場にある幹部技術者が意見交換

を行い、研究交流ネットワークを

形成することを目的に平成4年度

から開催されています。

　　　上労働者に比べて約5倍も発

　　　生割合の高い船員の災害、生

活習慣病の割合が高くなりつつある

疾病、その防止への意識を高めようと、

九月を船員労働安全衛生月間とし、

各種の行事を展開しました。

　月間はじめの3日、沖縄県水産会

館において船員、船舶所有者、行政

機関等百名余の参加のもと船員災

害防止大会が開かれ、長引く不況下

においても災害の絶無と健康の維持

活動を推進していこうとする大会宣

言がなされました。

　この後、「働き盛りの健康管理－生

活習慣病を中心に－」と題して琉球

大学医学部教授  有泉 誠 氏による

特別講演が行われました。

　このほか。作業用救命衣、安全靴、

救命浮環等、船員の保護具の展示

場も開設され、真夏時の着用でも苦に

ならないタイプの作業用救命衣には、

参加者らの感心が集まりました。

　また、月間中には、官民からなる訪船

指導班が、県内各港に停泊中の船

舶を訪れ、海中転落事故を防ぐため

の舷梯（岸壁と船舶を結ぶ梯子）の

設置状況、注意箇所へのトラマーク

表示（黄と黒の縞模様）の有無、健康

証明書の有効期限等、数十の項目に

ついての点検指導を行い、災害・疾

病防止への意識高揚を図りました。

　今回は、洪水や干ばつへの対応など、

「持続的発展可能な水管理のあり方」

をテーマに各国の水管理について報

告が行われました。霜上次長は、「沖

縄の水資源開発とダム統合運用」と

題し、講演を行いました。

　また、「ダム統合運用」「環境保全（ダ

ム、道路）」をテーマに海外研修生、

当局職員および県職員による討議が

行われ、海外研修生から「ダム統合

運用の安全性管理の具体的な事例

について」等の質問が出されるなど

活発な討議が行われました。

　関係各機関のご協力の下、本会議

は無事終了致しました。この場を借

りて御礼申し上げます。 県庁1Fロビーでのパネル展示の様子

国土交通省大石技監による来賓挨拶

道10

陸



　
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
、
総
合

事
務
局
が
縁
遠
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

新
聞
に
比
べ
て
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
情
報

(

ニ
ュ
ー
ス)

を
優
先
す
る
と
い
う
建
前

の
せ
い
だ
け
で
は
な
い
。
公
務
員
に
サ

ー
ビ
ス
精
神
を
求
め
る
の
は
、
流
行
に

な
っ
て
い
る
が
、
総
合
事
務
局
か
ら
の

情
報(

ニ
ュ
ー
ス)

が
少
な
い
の
だ
。
水

源
情
報
や
ら
経
済
指
標
や
ら
の
デ
ー
タ

が
多
く
、
テ
レ
ビ
的
な
情
報
の
パ
イ
プ

が
詰
ま
り
気
味
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
を
と
い
う
類
の
話
で
は
な
い
。
当

然
、
年
末
の
沖
縄
関
係
予
算
や
公
共
工

事
の
進
捗
状
況
を
始
め
と
し
て
、
バ
ス

の
統
合
問
題
や
タ
ク
シ
ー
業
界
へ
の
指

導
な
ど
の
重
要
な
情
報
が
出
て
い
る
こ

と
も
、
理
解
し
な
が
ら
の
こ
と
。
が
、

「
縁
遠
く
な
っ
た
」
と
思
う
の
は
、
私

が
駈
け
出
し
の
記
者
の
頃
、
当
時
の
総

合
事
務
局
の
記
者
ク
ラ
ブ
（
現
在
も
場

所
は
確
保
さ
れ
て
い
る
）
に
配
属
さ
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
て
の
こ
と
。
遡
る

こ
と
、
十
八
年
も
前
の
こ
と
で
ほ
あ
る

が
、
当
時
の
総
合
事
務
局
の
記
者
ク
ラ

ブ
は
、
官
邸
・
経
済
記
者
ク
ラ
ブ
の
名

を
持
つ
ほ
ど
活
気
が
あ
っ
た
。
　
何
せ

「
沖
縄
と
中
央
を
結
ぶ
パ
イ
プ
の
入
り

口
」
と
の
認
識
が
強
か
っ
た
た
め
、
国

の
各
省
庁
か
ら
流
さ
れ
る
様
々
な
情
報

が
、
そ
れ
こ
そ
毎
日
洪
水
の
よ
う
に
出

て
き
た
。
「
中
央
と
の
パ
イ
プ
」
は
、

い
ま
な
お
脈
々
と
続
い
て
い
る
の
に
、

失
敬
な
話
と
お
怒
り
の
声
も
聞
こ
え
て

き
そ
う
だ
が
、
も
う
少
し
続
け
る
と
、

名
物
の
行
政
マ
ン
（
ウ
ー
マ
ン
）

が
少
な
く
な
っ
た
気
が
す
る
。
メ
デ
ィ

ア
（
テ
レ
ビ
に
限
ら
ず
）
が
情
報
を
取

り
上
げ
る
と
き
に
大
事
だ
と
感
じ
て
い

る
の
は
、
今
、
県
民
が
興
味
を
持
っ
て

い
る
こ
と
、
リ
ア
ル
に
理
解
で
き
る
こ

と
を
伝
え
て
く
れ
る
人
。
そ
し
て
、
場

所
を
共
有
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
（

酒
の
座
で
い
い
）
。
何
よ
り
楽
し
い
の

は
、
様
々
な
職
場
で
新
し
い
情
報
や
変

わ
っ
た
話
題
、
変
わ
っ
た
人
物
を
知
る

こ
と
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
に
働
く
者
に

と
っ
て
、
人
を
会
し
て
、
新
し
い
人
と

知
り
合
う
ほ
ど
楽
し
み
は
な
い
。
思
い

も
よ
ら
な
い
発
想
を
も
っ
て
掻
き
回
し

て
く
れ
る
公
務
員
と
知
り
合
い
た
い
。

公
務
員
と
い
う
立
場
で
、
発
言
が
制
約

さ
れ
る
の
も
理
解
し
て
い
る
。
派
手
な

言
動
ぱ
か
り
目
立
つ
人
で
ほ
な
く
、
地

方
と
中
央
の
間
で
熱
き
思
い
を
伝
え
て

く
れ
る
人
で
あ
る
。
沖
縄
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
一
番
知
り
尽
く
し
て
い
る
の

が
、
総
合
事
務
局
の
職
員
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
お
よ
そ
千
人
余
り
の
職
員
が

い
る
と
い
う
か
ら
、
沖
縄
で
ほ
大
企
業

だ
。
言
う
な
れ
ば
、
千
人
の
ひ
と
り
ひ

と
り
が
、
国
と
地
方
を
結
ぶ
フ
ィ
ー
ル

ド
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
。
コ
ス
ト
意
識
と

サ
ー
ピ
ス
精
神
を
兼
ね
備
え
た
地
域
本

位
の
行
政
マ
ン
を
目
指
し
て
欲
し
い
わ

け
で
は
な
い
。
あ
れ
も
こ
れ
も
や
る
の

が
総
合
事
務
局
の
仕
事
の
範
疇
だ
が
、

様
々
な
分
野
で
政
策
立
案
と
沖
縄
の
現

状
分
析
を
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
個
性
も
見
え
る
公
務
員
に
な
っ
て
欲

し
い
。
職
員
の
意
識
改
革
が
民
間
企
業

で
も
流
行
語
の
よ
う
に
調
わ
れ
る
が
、

あ
ま
り
責
任
を
背
負
わ
ず
、
の
ん
び
り

ム
ー
ド
で
、
メ
デ
ィ
ア
で
働
く
我
々
と

も
付
き
合
っ
て
欲
し
い
。
「
公
務
員
と

し
て
の
責
任
か
ら
、
ウ
カ
ツ
に
話
が
出

来
な
い
」
「
上
司
に
責
任
を
負
わ
さ
れ

る
か
ら
、
気
軽
に
皆
さ
ん
と
話
が
出
来

な
い
」
と
か
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
の
常
套
句

の
よ
う
な
野
暮
は
言
わ
ず
、
ド
シ
ト
シ

と
テ
レ
ビ
に
も
登
場
し
て
欲
し
い
。
報

道
系
の
番
組
だ
け
で
な
く
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
番
組
で
も
い
い
。
歌
番
組
で
自
慢
の

声
を
披
露
す
る
の
も
い
い
。
勿
論
、
得

意
分
野
の
仕
事
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
討

論
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
の
も

一
考
で
は
。
特
に
忙
し
い
こ
と
で
知
ら

れ
る
部
長
ク
ラ
ス
以
上
の
官
僚
の
皆
さ

ん
に
是
非
お
願
い
し
た
い
。
県
警
や
那

覇
防
衛
施
設
局
の
幹
部
の
皆
さ
ん
に
比

べ
る
と
、
職
員
の
テ
レ
ビ
へ
の
露
出
が

少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
以
前
、
お
付

き
台
い
を
さ
せ
て
頂
い
た
、
Ｙ
部
長
と

い
う
変
わ
り
種
も
い
た
の
が
懐
か
し
い

。
手
前
味
噌
で
恐
縮
だ
が
、
テ
レ
ビ
は

活
字
メ
デ
ィ
ア
よ
り
優
れ
て
い
る
点
も

多
い
。
最
近
の
視
聴
者
は
、
テ
レ
ピ
に

依
存
し
て
情
報
を
収
集
す
る
傾
向
が
強

い
の
も
事
実
だ
。
特
に
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

や
討
論
会
や
ら
に
出
演
し
て
い
る
人
運

の
表
情
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
出
演

者
の
背
景
に
あ
る
職
場
や
仕
事
の
こ
と

を
理
解
さ
せ
る
シ
ー
ン
も
あ
る
と
思

う
。
テ
レ
ビ
活
用
戦
術
を
練
る
こ
と
も

面
白
い
。
但
し
、
メ
デ
ィ
ア
規
制
戦
術

は
お
断
り
。



沖縄総合事務局土地改良総合事務所の庁舎移転について

編

集

後

記

　沖縄総合事務局土地改良総合事務所は

平成14年9月24日より、現在の那覇市

壷川から豊見城市字伊良波に移転しました。

新庁舎は国道331号沿いにあり、空港へ

のアクセスが便利になっています。

　なお、土地改良総合事務所では、10月

8日(火)、新庁舎会議室において落成式、

看板掲上式及び落成祝賀会を開催しま

した。

 

　
今
年
上
半
期
、
冬
場
か
ら
の
少
雨
傾
向
が
長
期
化

し
五
月
十
日
に
は
、
県
内
の
ダ
ム
貯
水
率
が
、
一
九
八

九
年
五
月
以
来
十
三
年
ぶ
り
に
五
十
％
を
切
り
ま
し
た
。

ま
た
渇
水
に
伴
っ
て
夏
場
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

八
年
ぶ
り
の
給
水
制
限
も
危
倶
さ
れ
ま
し
た
。

  

「
水
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
あ
た
り
前
の
よ
う
に

存
在
し
て
い
ま
す
。
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
安
全

な
飲
み
水
が
供
給
さ
れ
、
公
園
の
噴
水
や
プ
ー
ル
の

水
等
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
水
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
「
う
ち
な
ー
の
み
じ
」
に
つ
い
て
特
集

を
組
ん
で
、
水
資
源
開
発
と
流
域
連
携
を
詳
し
く
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
、「
節
水
」
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

局
報
「
群
星(

む
り
ぶ
し)

」

　
群
星
（
む
り
ぶ
し
）
と
ほ
、
沖
縄
の
方
言
で
「
昴
星(

す
ば
る)

」
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
広
大
な
海
域
に
点
在
す
る
数
多

く
の
島
々
か
ら
成
る
沖
縄
を
象
徴
し
て
い
る
。
ま
た
、
群
星
ほ
沖
縄

の
真
上
を
運
行
し
、
昔
か
ら
農
事
等
の
暦
と
し
て
の
目
安
と
な
り
親

し
ま
れ
て
い
る
。
局
報「
群
星
」
も
沖
縄
の
発
展
の
指
針
と
な
り
、
県

民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
命
名
し
た
も
の
で
す
。
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